
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いよいよ今日から３学期がスタートしました。登校してきた子どもたちの表情から、楽しく

充実した冬休みを過ごすことができたのではないかと感じました。３学期は 49 日間と大変短い

学期ですが、一年間のまとめと次年度へ向けての準備をする重要な学期でもあります。一日一

日を大切に、目標をもって過ごしていきたいと思います。保護者や地域の皆様には、変わらぬ

御支援、御協力をお願いいたします。 

 

３学期 始業式 校長の話(児童に向けて) 
３学期がスタートしました。３学期は何日あるか知っていますか？３学期は 49 日です。１学

期が 72 日、２学期が 81 日ですから、１，２学期と比べずいぶん少ないことが分かりますね。

ボヤっとしているとあっという間に終わってしまうかもしれませんよ。 

さて、３学期がみんなにとってどんな学期かというと、それは『〇年生のまとめの学期』で

あり、『（〇＋１）年生への準備の学期』となります。１年生にとっては『１年生のまとめの学

期』でもあり『２(１＋１)年生への準備の学期』でもあるということです。ただ、６年生だけ

はちょっと違うね。６年生にとっては『６年生のまとめの学期』であり、『７（６＋１）年生＝

中学１年生への準備の学期』となります。『小から中』へ大きなステップをするための準備にな

るんですね。 

そんなみなさんがこの３学期に頑張ることは何でしょうか？まずは『〇年生のまとめ』とし

て大事なことは何でしょう。 

ヒントはこれ。そうです『ありがとう』の思いを伝えることです。 

４月のスタートで、先生はみんなに「本年度の最後には、笑顔いっぱい、そしてありがとう

でいっぱいの今井小になるといいな」と伝えました。今までみなさんは、算数や国語等の授業、

生活科や総合的な学習での体験、そして、いろいろな行事や活動を通して、沢山のことを感じ、

学び、自分の力にしてきました。 

その一つ一つは決して一人ではできなかったと思います。家族がいて、仲間がいて、先生や

地域の方々がいて、そんないろいろな人がいたから、いろんなことを学ぶことができたんだと

思います。自分のために力を貸してくれた、すべてにありがとうの気持ちを伝えることができ

るといいです。 

もう一つ。『（〇＋１）年生への準備』として大切なことは何でしょう。 

この映像を見てください。これは以前紹介した、先生が登山したとき、山頂で撮影したもの

です。山を登っているといろいろな景色と出会い、どんどん登っていくと、見たこともないよ

うな景色と出会うことができます。２学期の終わりに『今みんなはそれぞれが違う山に登り、
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それぞれの頂上を目指している』というお話をしました。そんなみなさんには今、どんな景色

が見えているでしょうか。登ってきた道はどんな道でしたか、頂上はすぐそこに見えています

か、今自分が山のどこにいるかしっかりと確認しておかなければいけません。 

４月からみんなは自分たちの目標に向けて頑張ってきました。そして、あと 49 日でその１年

間が終わります。今まで頑張ってきて、自分にはどんな力がついて、どんな力がまだ足りない

のか、残り 49 日でどんな目標をもって生活すればよいのか、自分自身をしっかりと見つめ、次

の学年への準備を進めていきましょう。 

３学期 49 日間で、ありがとうの気持ちを伝え、次の学年への準備のために自分をしっかり見

つめること、この２つを頑張っていきましょう。みんなの頑張り、みんなの素敵な笑顔を３学

期もたくさん写真に撮りたいと思います。よろしくお願いしますね。 

 

【しめ縄づくり】 

 昨年の 12月 22日（木）に５年生の子どもたちが、田んぼの楽校でしめ縄作りを行いました。

最初に、しめ縄作り名人の説明を受けましたが、子どもたちは要領が分からず、困っていまし

た。しかし、名人に実際の作り方を見せてもらうと、次々に作り始めました。最後に、エビや

松竹梅などの飾りを付けて、立派なお飾りが完成しました。子どもたちは、自分たちが作った

わらが、こんなすてきなお飾りになることを知り、うれしそうに家に持ち帰りました。お正月

には、飾ったでしょうか。２月には収穫したお米で料理を作ってお祝いする収穫祭を行う予定

です。 

今回も、いまい保全の会と磐田用水の皆様にお手伝いしていただきました。名人にも大変お

世話になりました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


